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畜
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円
芸
に
重
点
●

私
達
農
家
の
仕
事
は
主
と
し

て

国
民
の
食
糧
を
生
産
す
る

仕
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

農
家
で
は
現
在
ま
た
は
将
来

に
お
け

る
食
糧
の
消
費
は
何

が

最
も
多
く
消
費
さ
れ
る
か

と
い
う
こ
と
を
観
察
し
て
需

要
の

多
い
作
物
を
選
ん
で
作

付
計
画
を
た
て
る
こ
と
が
必

要

で

あ
り
ま
す
が
、
国
の
長

期

経
済
計
画

で
想
定
し
て
い

る
昭
和
三
七
年
頃
の
食
糧
の

消
費
動
向
は
次
の
表
の
と
お

り
に
な
り
ま
す
。
即
ち
急
速

な
増
加
を
示
す
品
目
は
大
豆

、

果
実
、
肉
類
、
乳
牛
、
乳

製
品
、
鶏
卵
、
食
用
油
脂
、

A

3
5
年
度
農
業
計
画
の
構
想

砂

糖
で

三
一
年
度
よ
り
二
〇

％
以
上
の
増
加
と
な
り
僅
か

に
増
加

又
は

現
状
程
a
t
　
k
）
と

ど
ま
る
品
U
は
米
、
小
麦
、

馬
鈴
憐
、
澱
粉
、
野
菜
、
み

そ
．
し
ょ
う
油
等
で
あ
る
。

特
に
注
意
す
べ
き
は
国
民
の

所
得

が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て

穀
類

の

消
費
か
減
る
傾
向
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
野
菜
の

消
費
は
は
け
的
消
費
よ
り
上

質
の
も
の
が
消
費
さ
れ
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
よ
つ
て
別

表
、
町
の
本
年
度
生
産
副
画

に

つ
い
て

は

こ
の
消
費
状
況

を

考
え
て
大
豆
、
果
実
、
て

ん

さ
い
お
よ
び
飼
肥
料
作
物

を

広

く
栽
培
し
て
’
特
に
飼

肥

料
作
物
は
吝
産
計
画
の
目

標
達
成
に

必
要
な
面
積
を
計

画
し
て
い
る
の
で
各
農
家
に

お
け

る
作
付
計
画
も
以
上
の

こ
と
を
考
慮
し
て
計
画
さ
れ

る
よ
う
願
い
ま
す
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生産額円
　　1，449，0001ij

　　　123，000

　　　124，000

　　4，992，000

　　8，250，000

　　　132，000

　　　828，000

116，118，720
　　2，976，000

　　2，976，000

　　　532，000

　　2，444、000

113，142，720

　71、910，720

　　　660，000

　40，572，000

　18．982，000

　　7，080，000

　　　648，000

　　　720，000

　　　480，000

　　　　54，000

　10，000，000
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　2，880，000
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2，848．000

1，440，000
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5、畜産計
「＼＼　項　目　　　＼

家畜己＼ 現在数
　　’　

1生産数
移入数

移⇒計差引　　　　‘

単位

　　一

販売数
．

　

価　格

i
単
価
｜

一　一＿．　
1、大家畜 1，727 492 112 475 1，856 967 24210，000円 円

．‘ 乳　用　牛 5 10 5 r） 頭 5 250，000 50，000

役肉用牛 1，472 480 100 460 1，592 tf 940 23，500，000 生25，000
馬 250 12 2 10 254 lt 22 460，000 移30，000

2、中小家畜 16，525 8，703 4520 9，600 2、，148 18，303 36，640，500

豚 1，140 ユ，600 1，460 1，600 1　　2．6」0 tt 3200 32，000，000 10，000
1
めん羊 35 3 10 1　　　48 1〃 3 10，500 3，500
1 山　　羊 150 50 ｜　　　20； 1　” 50 125，000 2，500
‘

兎 ‘　　200 50 50 ！　　300 1羽 50 5，000 100
鶏 15，000 7，000 3，000 ＆000 117，000 It 15，000 4，500，000 成300

3・枝　肉 3，400 1 3，400 頭 3，400 6，900，000

1 成　　　牛‘ 1 400 6，000，000 15，000

4：
豚
鶏

1　　400
1　3．000

1 　400
3000 1 羽 3，000 900，000 1　　　300

4、その他家畜物
‘

‘

牛　　　乳 18250 ε 1＆250 1，003，700 ‘　　　55
山　羊　乳 18000 〃 1＆000 990，000 ，，

鶏　　　卵 1．00α000 個 500，000 500，000 10

歴　　　肥
羊　　毛

9α00α000
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し
て
は
今
ま
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あ
る
ご
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て
お
り
ま
す
の
で
一

　
　
（
今
更
こ
こ
で
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
種
子
ケ
島
で
米
が
二
度
取
れ
る
の
を
羨
し
く
考
え
叩

　
　
？
た
の
も
今
で
は
昔
の
想
い
出
と
な
り
’
大
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占
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こ
と
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十
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△
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も
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行
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つ
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も
み

基　
　
　
越
路
早

生
、
平
和
モ
チ
　
　
　
塩
水
選
か
終
っ
た
ら
充
分
水
を
六
時
間
か
ら
十
二
時
間
つ
け

　
　
認

定
口
u
I
、
藤
坂
五
号
、
た
か
洗
し
た
後
＋
五
度
か
ら
三
十
五
て
お
く
、
こ
の
場
令
消
赤
液
の

種　
　
ね
錦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斐
の
川
水
に
三
日
か
ら
七
日
浸
拙
度
は
十
八
度
の
時
六
時
川
二

耕
2
、
種
子
　
語
。
□
昇
£
く
す
る

　
川
種
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選
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種
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も
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き
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採

種
ほ
産
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も
の
を
川
い
る
。
自
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採
川
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場
ム
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－
は
異
品
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種
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い
な
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燥
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貯
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－
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．
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。
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湯
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．
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＋
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．
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＋
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％
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植
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介
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〇
ノ
）
程
度
と
す
る
。
　
か
ら
二
十
四
株
（
坪
六
十
株
か
初
期
牛
ぬ
1
ー
パ
・
割
合
お
そ
く
、
ま

　
レ

ン

ゲ

の
繁
茂
が
旺
盛
な
場
ら
八
十
株
）
で
も
よ
い
。
　
　
　
た
阻
日
が
不
足
し
な
い
場
合
で

合
、
地
下
部
だ
け
で
t
t
s
　
－
－
ル
　
　
三
、
肥
料
　
　
　
　
　
　
　
も
．
六
月
中
の
幼
穂
形
式
朋
ご

当
り
一
、
二
〇
〇
K
の
牧
量
は
　
肥
料
は
W
通
の
水
m
で
は
全
う
ハ
の
色
か
、

あ
る
の
で
地
上
部
は
刈
取
っ
て
量
基
肥
を
原
則
と
す
る
。
　
　
　
る
の
で
追
肥
の
プ
川
に
は
充
分

飼
料
等
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
堆
肥
は
で
き
る
だ
け
完
熟
し
汀
意
す
る
、

g
田
植
　
　
　
た
も
の
を
川
い
、
堆
肥
金
肥
と
施
牲
昆
完
熟
堆
肥
、
ま
た

　
l
・
植
付
の
時
期
　
四
月
下
も
に
中
す
き
前
に
全
面
に
均
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

経
肥
」
ぜ
十
ア
ー
ル
当
り
七
一
九

旬
か
ら
五
月
ヒ
句
に
行
う
。

　
前
作
物
の
取
穫
の
関
係
や
天
水
素
の
発
生
す
る
と
こ
ろ
で
は
二
〇
〇
／
位
）
を
施
す
こ
と
を

水
田
等
で
水
が
な
く
田
植
が
遅
無
硫
酸
根
肥
料
を
使
用
し
た
方
前
捉
と
し
て
施
川
の
一
例
を
．
小

れ
て

五

月
十
日
ご
ろ
に
な
る
こ
が
よ
い
．
　
　
　
　
　
　
　
　
す
と
上
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
r
r
、

と
が
、
事
前
に
予
想
さ
れ
る
と

き
は
括
種
を
若
干
遅
ら
せ
た
方

が
よ
い
。

　
迫
肥
は
普
通
の
生
育
で
あ
れ

ま
施
さ
な
い
方
が
よ
い
。
特
に

肥

切
れ
し
や
す
い
砂
土
等
で
生

　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
．
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図

る
。
ま
た
冷
水
田
の
水
［
附
粒
が
あ
る
が
刈
取
っ
て
差
支
え
な
方
法
で
水
分
を
十
二
％
位
に

川

や
゜
い
化
水
素
の
発
生
す
る
と
な
い
。
普
通
k
培
の
場
合
と
異
乾
燥
す
る
こ
と
．
ム
シ
ロ
干
す

こ
ろ
で
は
、
括
土
栽
培
を
行
う
り
穂
は
熟
し
て
も
茎
や
葉
は
青
る
場
合
は
、
通
常
ム
シ
ロ
一
枚

と
よ
い
。
冷
水
田
で
は
で
き
る

だ

け
一
ド
く
川
⊥
し
て
冷
水
が
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

や

淡
緑
と
な
援
株
際
に
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
す
刈
り
遅
れ
る
と
軌
毛
の
ま
ま
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胴
割
6
8
発
芽
を
起
し
、
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
ト
は
梅
雨
期
に
当
る
の
で
倒
伏
し
て
品
質
を
著
し
く
低
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通

市

陥
永
は
困
難
で
あ
る
が
落
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
の
で
き
る
場
合
は
六
月
上
旬
注
意
が
必
要
で
あ
る
、

に

撒
布
す
る
。
湿
田
等
で
硫
化
O
K
か
ら
八
〇
〇
K
〔
反
当
約
の
止
恒
後
二
u
三
日
中
干
し
た
固
刈
り
取
り
お
よ
び
乾
燥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ノ
　
ヘ
　
コ
ヘ
　
へ
　
し
ノ
輌
総
鵠
ら
＋
ー
天
鱗
耀
副
耀

根
　大

lIi
（5）

（α
’「D

鞭頴の船
（イ）

里

9

加

638
638

夕

：；t’t

9ノ
約10ノ
約3メ

　　：要三

㍗六

714ソ‘

714

ヨli：

＋£：、

627

627

亘
里

レ

i
g

　
　
　
v
▲
・
8
1

治

“完
川
．

澗財F’i

加惜’
－
F

複合肥料の場合　（口）

例1
阻∴灌名川1

！
！‘1

り∵　　．∵1・：∵．lI”1’　’．‘，1・‘　7．5　　岳勺　　600　525三7．　　5621フ

iU水㌃ll、］ジ　K　20メ　ソ　‘　　　l

f：備考ノ川にを原ll［」とするti判に肥切れしやすい水

　　　「llはll・1安イビ1140（）－750クを6月中句に施す，，

（　tt　Y　　）

mイ巨
1’ll’1’

後水｝；i

　　h；5．

週H理
間理
位

は

で
き
る

甲加

じ（10ン

伽
工

［三㍑’

，1｜

り
］

　　　　．e

名
　　　a

　　　　75

L　　K

　ll1’　　　：要素ti

i’（t’t三　；・眉11］：ミ

　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　
　
1

　　　600｜約　　　　　　　52r）　」a
20ノ　リ

ぢ化※

る日’i」11例

ご

ろ

に
草
機
で
除
草
す
る
、
そ

の
後
十
日
U
ご
ろ
第
二
回
除
草

を
行
い
止
草
は
六
月
上
旬
ご
ろ

手
取
除
巨
を
行
い
同
時
に
ヒ
エ

抜
き
を
行
う
。
な
お
除
革
剤
と

し
て
二
、
四
D
を
使
川
す
る
と

低
湿
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、
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．
’
時
）
の
光
線
の
強
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
問
に
は
ム
シ
ロ
を
程
ん
C
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

射
光
川
を
－
1
　
t
’
け
、
胴
割
の
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ツ
ぐ
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ザ
へ
た
し
の
た
ね
コ
ジ
ミ
　
ヒ
ミ
や
ロ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
年
に
二
度
　
川

っ

た

稲
は
茎
葉
を
少
し
乾
し
た
・
　
病
気
に
な
る
‥

後
結
束
し
て
架
＋
と
す
；
N
T
？
　
）
ワ
　
票
看
の
国
民
健
康
調
亮

譲
諮
諺
沿
蛎
雲
吉
白
詰
翻
嶽
ぼ
烈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ヘ
ニ
　
み
ほ
お
お
　
の
　
け
ロ

く
嫡
聾
竃
急
に
β
聴
欝
議
柵
旺
禦

す

る
と
胴
割
米
砕
米
を
牛
じ
ゃ
ろ
ヱ
．
は
百
人
の
う
ち
四
十
　
〈
　
！
”

算
顯
恕
⑰
誘
麗
逮
殿
恒
蕊
諮
鰍
麗
テ

い

と
こ
ろ
で
川
、
五
〔
如
、
干
す
、
L
　
保
険
が
な
い
場
合
の
一
パ

る
。
こ
れ
で
大
休
籾
の
水
分
は
↑
ビ
当
り
の
主
出
は
旧
千
円
で
い

分
が
±
二
％
に
津
す
る
竜
で
吃
う
け
て
い
ス
日
層
は
肥
ヘ
ピ
、

料

す

る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
，
狂
で
n
川
．
戸
敷
千
円
U
下
さ

　
口
、
脱
穀
　
　
　
　
　
　
　
の
貧
L
い
戸
、
叶
ほ
ゾ
病
∴
、
を
パ

　
早
川
才
U
川
の
品
叩
は
脱
粒
　
ノ
く
川
1
、
階
村
で
r
：
’
　
1
1
］
　
／
：

㍗
小
稲
は
普
通
水
稲
に
比
難
の
も
の
が
多
い
が
、
脱
掌
市
以
下
□
川
虐
ほ
病
人
を

べ
て

川
聴
径
、
成
熟
す
る
ま
で
る
際
に
脱
穀
機
の
同
転
数
が
早
ド
多
く
出
し
て
い
る
。
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ー
r
ー
て
、
k
；
y
T
　
K
’

　
一
り
尺
・
じ
元
・
墾
名
凸
三
よ
匹

　
　
　
リ
ユ
ノ
　
ノ
　
リ
ガ
　
れ
コ
ぐ
エ
ニ

政　

方
川
に
於
け
　
狙
｝
川
作
川
と

農
し
て
促
励
す
る
’

　
一
〇
揺
種
期
苗
代
日
数

　

　
1
1
I
月
中
句
揺
川
代
目
数
三
十

　
日
か
ら
叫
卜
゜
日

　
　

巴

マ

サ

リ
は
感
川
杜
皆
か
山
同
い

膿
㎝
劉
竃
跳

　

り
は
四
卜
＝
以
上
に
な
る
と
苗

　

代
で
幼
穂
を
形
成
し
、
本
田
移

　一

植
後
不
時
出
穂
す
る
お
そ
れ
が

報　
　
あ
る
　

｝
日

苗
代

町
一
　
苗
代
の
位
ば
、
苗
代
の
種
類

　
　
　
　
　
l　

稲
籾
の

予
措
等
、
早
期
栽
培
に

　

準
す
る
。

占　
　

㊥

本
田

　
　

イ
、
整
地
三
月
下
旬
ご
ろ
ま

根　

で

に

耕
起
に
着
手
し
、
以
下
早

　
一
期
栽
培
に
曽
ず
る
。

大　
　

口
、
田
植

　

に
行
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　

一了

　
　
　

1

’
　
　
期
　
川
に
準

　
　
　
．
一
　
　
　
　
　
期
社
培

　
易
　
　
　
　
0
　
　
洛
水
は

出
税
糸
　
　
　
　
　
ー
五
日

　
　
．
し
　
　
　
　
　
と
こ
ろ

　
　

収
穫

　
結
実
日
数
は
出
穂
後
三
十
日

位
で
早
期
μ
培
の
場
合
よ
り
や

や

加
い
の
で
、
刈
り
取
り
川
を

失

し
な
い
よ
う
注
意
す
る
。
そ

の

他
の
取
扱
い
は
水
稲
口
中
期
陀

培
に
準
じ
て
行
う
。

2
、
矛
二
期
作

O
品
　
種

　
ア

キ

コ

カ
ネ
、
農
林
三
十
七

号
、
農
林
＋
八
号

　
農
林
十
八
号
は
里
力
面
に
適

当
と
思
わ
れ
る
。

1
と
す
る
〔
小
O
、
八
リ
ッ
ト

ル

に

川
方
、
約
五
K
、
ま
た
は
食

塩

五
K
を
と
か
す
一

　
ピ
　
　
後
ぱ
よ
く
取
洗
し
て

￥
￥
．
z
V
＿
7
－
：
、
　
、
　
．
，
、
1
％
1
1
‥
伎
C

ノ
ー
声
η
　
　
ノ
　
　
　
　
　
r
、
’
f
　
－
　
r
、
い
ー
　
＞

7
．
：
／
／
b
r
＝
r
／
、
　
し
“
ー
　
，
」
「
　
　
x
U
　
レ
ー

粁
　
／
川
目
、
ピ
川
引
　
1
1
－
＃
ソ
／
。
　
　
、
d

山
後
け
そ
の
ま
ま
二
日
に
バ
和

す
る
、

　

g
苗
代

川
k代
の
位
置

冠

水
の
お
そ
れ
が
無
く
管
川
に

仲
で
掃
川
水
の
宕
易
な
地
力
中

W
な
と
こ
ろ
を
川
ぶ
‘

　

ω

品
代
の
祉
類

　
原
則
と
し
〃
、
新
い
☆
川
代
と
す

る
、
普
通
の
肋
川
切
オ
凸
代
は
水

の

管
川
に
不
川
ご
い
回
川
に
よ
る

発
‥
牙
庫
k
日
を
担
し
や
す
い
の
で

か

な
ら
ず
揚
床
に
す
る
。
畑
川

代
は
葉
イ
モ
チ
が
発
生
し
や
す

い
の

℃
危
険
て
あ
る
が
や
む
を

え
な
い
場
含
は
イ
モ
チ
病
対
策

　
ア

キ

コ

ガ

ネ
は
早
生
耐
病
性
を
充
分
行
っ
た
上
で
設
置
す
る

も
強
く
脱
粒
難
で
多
牧
で
あ
る
　
③
苗
代
の
作
リ
方

の

で
町

内
全
般
に
適
す
る
か
と
　
イ
、
畦
作
り
　
で
き
う
れ
ば

考
え
ら
れ
る
が
、
上
方
而
の
稽
畑
状
態
て
て
い
ね
い
に
2
8
地
し

冷
涼
な
と
こ
ろ
で
は
農
林
三
十
て
床
を
作
る
。

七

号
程

度
の
早
生
種
を
使
用
し
　
も
し
水
川
状
態
で
床
を
作
る

で

き
る
だ
け
熟
期
の
促
進
を
図
と
き
も
床
川
を
ね
り
過
ぎ
な
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
特
に
注
意
す
る
。

　
O
播
種
期
苗
代
日
数
　
　
川
巾
一
二
五
セ
ソ
チ
、
溝
巾

　
棉
種
期
は
六
月
下
旬
か
ら
七
四
十
セ
ン
チ
と
し
術
の
部
分
の

勲
綴
∴
ぷ
，
蕪
難
竃
ψ
翻
馨
欝
‥

（野
川
ぴ
溺
詰
川
昆
担
一
・
日
川
し
込
み
は
月
末
ま
で
に

ぶ

せ

る
‘
陪
D
い
、
の
す
り
込
み
‥
農
業
雰
1
1
会
辛
ぱ
今
昭
和
一
．
、
　
以
ト
の
様
な
方
に
借
り
て
い
川

は
酸
素
不
川
に
ょ
る
発
芽
1
1
害
当
十
五
年
度
の
自
作
煤
維
持
創
設
た
だ
い
て
、
自
作
農
の
宏
定
を
I
i
．

を
起
す
原
囚
に
な
る
の
て
、
す
‥
資
金
の
希
哩
者
を
募
っ
て
お
り
図
る
の
が
こ
の
資
金
で
す
。
　
岬

り
込
み
は
絶
対
や
ら
な
い
よ
う
‥
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
は
種
々
な
法
的
制
約
い

注
意
す
る
。
川
床
が
畑
状
態
の
パ
ー
、
自
作
地
を
購
入
さ
れ
る
方
　
が
あ
り
驚
す
が
、
詳
し
い
こ
と
／
：

時

は

ト
も
み
が
か
く
れ
る
利
度
‥
2
、
小
作
地
を
購
入
さ
れ
る
方
　
ほ
四
月
卜
句
ご
ろ
説
明
全
を
開
‥

に

か

る
く
ば
十
す
る
゜
　
　
　
パ
3
、
相
続
の
た
め
に
ー
－
地
の
細
　
い
て
お
話
1
す
る
こ
と
に
い
た
i
‘
’

　
0
苗
代
肥
料
　
　
　
　
　
　
，
分
化
を
肋
こ
う
と
さ
れ
る
方
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
今
月
‥

　
代
川
肥
川
は
有
い
質
を
さ
け
‥
4
、
疾
癌
負
傷
の
た
め
、
そ
の
　
中
に
営
巴
相
談
室
か
農
業
委
員
“

無
機
質
を
じ
体
と
し
て
三
素
質
“
治
療
費
か
必
要
な
方
　
　
　
会
事
務
局
に
申
し
込
ん
で
く
だ
l
：

は

控

目
に
し
て
〃
の
徒
長
を
防
｝
5
、
災
寄
に
ょ
る
資
金
の
必
要
　
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ぐ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥
な
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
説
明
会
の
日
程
は
決
定
□

　
施
肥
の
一
例
を
．
小
す
と
次
の
“
6
・
前
記
1
－
6
ま
で
の
原
因
　
次
第
部
落
長
を
通
じ
て
お
知
ら
“

と
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
：
’
に
ょ
る
負
債
を
整
川
す
る
た
せ
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
‥

‘
ー
l
　
　
－
　
口
め
に
資
金
の
必
差
方
　
　
　
　
　
　
仙

　　
“
　
　
匁
　
　
　
　
　
　
　
・
．
．
＾
．
：
㊨
’
、
‘
．
．
噺
．
▼
．
’
r
、
．
φ
．
、
層
．
．
－
－
．
’
．
l
‘
t
．
－
．
．
．
．
．
．
l
、
．
t
－
．
t
．
－
－
．
　
．
－
．
　
．
－
－
．
．
－
］
t
．
．
．
－
．
－
’
．
．
．
’
．
．
．
．
．
＾
．
．
．
．
．
．
．
．
．
ヂ
．
．
ミ
ξ
，
．
鋤

　
　
　
　
　
む
　
　
　
ら
　
　
　
　

　
　
　
　
じ
ゼ
　
　
　
ユ
　
　
　
つ
ば
　
　
ウ
ム

　
　

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
根
張
り
を
助
け
る
。
発
芽

1、．1当

10ム3

35

20

硫安

過石

1塩加1

　
O
播
種
量
お
よ
び
苗
代
面
積

　
播
稲
杜
川
は
十
ア
ー
ル
当
り
乾

燥

モ

ミ
“
x
　
o
O
C
C
　
（
反
当
十

四

升
）
と
し
、
一
平
方
米
当
り

　
　
　
　
　
　
四
月
中
・
下
旬
月
上
句
遅
く
と
も
七
月
五
川
以
土
を
深
さ
十
セ
ソ
チ
位
に
床
の
五
〇
C
C
（
坪
当
り
二
、
五
合

　
　
　
　
遅
く
と
も
四
月
下
旬
前
と
す
る
が
、
大
体
の
基
準
は
上
に
一
様
の
高
さ
に
な
る
よ
う
か
ら
三
合
）
播
と
す
る
。

ま
で
に
終
る
よ
う
に
す
る
。
苗
第
一
期
作
の
出
穂
期
に
播
種
す
に
あ
げ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
凸
代
川
積
は
本
田
一
ア
－
ル

は

で

き
る
だ
け
浅
植
と
し
、
初
れ
ぽ
よ
い
。
苗
代
日
数
は
三
十
　
口
、
施
肥
　
　
　
　
　
　
　
当
り
五
平
方
米
前
後
（
反
当
一

期
生

育
を
旺
盛
に
す
る
。
　
　
　
日
位
が
よ
い
が
農
林
＋
八
号
は
　
所
定
の
肥
料
を
よ
く
混
合
し
三
坪
か
ら
〃
六
坪
）
と
す
る

ハ
・

栽
植
密
度
　
種
々
の
条
四
十
日
位
で
も
差
し
つ
か
え
な
て
畦
を
作
る
前
に
苗
代
全
面
に
　
㈹
苗
代
の
管
理

竃
蕊
竃
離
誉
種
も
み
の
棄
選
消
㌔
霊
布
鷺
霧
か
劉
議
床
票
湿
め
る

－

て

行

－
〉
　
　
塩
水
の
濃
度
は
此
重
一
、
薩
い
う
ち
に
播
巾
1
H
O
セ
ン
程
度
に
一
眉
ま
で
灌
水
し
、
ぽ が

揃
っ
た
ら
水
を
肩
日
下
に
減
乾
口
す
る
よ
う
努
め
る
。
植
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
に
施
肥
し
、
中
鋤
し
た
後
灌

ま
で
の
間
に
深
水
に
す
る
と
発
水
し
て
植
代
ヵ
キ
を
行
う
。

止オ

し
た
川
が
高
汎
の
た
必
に
水
　
ω
、
田
　
植

中
で
腐
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
　
　
八
月
五
日
ま
で
の
問
に
で
き

初
期
の
水
管
理
に
は
充
分
注
意
る
だ
け
早
く
移
植
す
る
ほ
ど
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　

口
、
麦
ワ
ラ
の
除
去
　
　
　
　
伽
、
施
肥
料

本
葉

二

枚
が
出
揃
つ
た
ら
取
　
第
二
期
作
は
高
温
時
に
移
櫨

り
除
く
。
雀
の
害
の
恐
の
あ
る
す
る
の
で
未
熟
堆
肥
の
施
用
は

と
き
は
三
葉
の
出
初
め
る
こ
ろ
さ
け
る
。

ま
で
お
い
て
も
よ
い
。
　
　
　
　
種
々
の
条
件
に
よ
り
異
る
が

　
E
、
病
害
虫
防
除
　
　
　
　
　
施
肥
肚
の
一
例
を
示
す
と
次
の

　
早
期
水
稲
に
準
ず
る
が
防
除
と
お
り
。

基
準
は
別
途
に
示
す
。

　

5
、
本
　
田

　

ω
、
整
地

　
前

作
刈
り
取
り
後
植
付
ま
で

の

期
問
が
短
い
の
で
第
一
期
作

刈
り
取
り
後
、
た
だ
ち
に
耕
起

し
で
き
る
だ
け
情
水
し
土
壌
が

　
　
　
　
　
這

▲
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￥
4
、
栽
植
密
度

量素要

里加酸燐素窒

施肥量
・当1反当肥料名

400　9

80

80

5
　
　
0
“

200　9

446

646

400　9

567

967

200／

　7

　7

2、5

80K

i2、2
1
2、7
11、o

堆肥

硫安

過石

塩加

計

　

種
々
の
条
件
に
よ
り
異
る

が

晩
期
栽
培
で
は
生
育
日
数

が
短

か

く
、
穂
数
の
確
保
が

必

要
で
あ
る
か
ら
普
通
の
栽

培
に

比
べ
て
や
s
密
植
す
る

　
普
通
の

場
合
一
平
方
米
当

り
二
十
四
株
（
坪
八
十
株
）
位

　
　
　
　
　
　
　
膓

ろ
で
は
一
平
方
米
当
り
二
十

二
株
（
坪
七
十
二
株
）
程
度
で

も
よ
い
。

⑤

本
田
の
管
理

　

活
着
ま
で
は
充
分
深
水
に

し
活
着
後
は
浅
水
に
し
て
分

け

つ
を
促
進
す
る
。

　

除
草
は
移
植
後
十
日
目
ご

ろ
第
一
回
（
除
草
機
）
を
行
い

そ
の
後
七
日
か
ら
十
日
日
ご

ろ
手
取
り
で
止
草
を
行
う
。

落
水
は
出
穂
後
二
十
五
日
目

ご
ろ
行
う
。

㈲

　
牧
穫

　
普
通
栽
培
に
準
じ
て
行
う

が
年
に

よ
っ
て
秋
の
冷
込
み

が
早
い
場
合
は
穂
の
下
部
の

青
味
が
消
え
な
い
で
成
熟
状

態
が
長
び
き
判
定
が
困
難
と

な
る
場
合
が
あ
る
。

　

結
実
日
数
は
出
穂
後
四
十

五

日
か
ら
五
十
日
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
以
上
経
過
し
て
も

熟

度
が
進
ま
な
い
場
合
は
早

刈
り
す
る
。

　

な
お
晩
期
栽
培
の
稲
は
同

じ
品
種
で
も
普
通
栽
培
の
場 ●

3
・
本
旧
の
整
地

　
　

イ
、
直
播
栽
培
は
麦
間
作
を

　
　

主

体
に
し
、
前
作
麦
は
鹿
児

　
　

島
裸
出
水
早
生
’
旭
五
号
等

　
　

の

：

生

種
を
用
い
、
間
作
期

　
　

間
を
三
十
日
以
内
に
と
ど
め

　
　
る
。

　
　

作
式
は
畦
巾
九
十
セ
ソ
チ
か

　
　

ら
1
O
O
セ
ン
チ
、
播
巾
十

　
　
五
セ

ン

チ

程
度
と
す
る
。
畦

　
　

の

方
向
は
稲
の
生
育
を
揃
え

　
　

る
た
め
南
北
畦
と
す
る
。

　
　
ロ

、

前
作
の
な
い
場
合
は
、

　
　
深
さ
十
五
セ
ン
チ
内
外
に
全

　
　
面

耕
起
し
馬
把
で
よ
く
土
塊

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

I

を
砕
き
平
ら
に
均
ら
す
。

4
、
作
式

　

イ
、
麦
間
作
の
場
合
は
九
十

セ

ン

チ

1O
O
セ

ン

チ

の
畦
間

に

二
条
寄
畦
と
し
条
間
を
二
十

五
セ

ン

チ
位
深
さ
約
五
セ
ン
チ

で
鍬
巾
よ
り
や
ム
広
め
に
施
肥

溝
を
作
る
。
麦
の
畦
巾
が
一
、

五
米

ま
た
は
二
米
の
と
き
は
陸

稲

を
三
条
か
四
条
植
と
し
、
条

問
三
十
セ
ン
チ
程
度
で
巾
十
五

セ

ン

チ

位
の
施
肥
溝
を
作
る
。

　
n
、
間
作
を
行
わ
な
い
場
合

は

畦
巾
五
十
セ
ン
e
s
　
（
1
尺
五

三要素最（a当）

燐酸｜加里

180914809

580

1．060

627

807

で

よ
い
が
早
く
移
植
す
る
場
合
よ
り
脱
粒
し
や
す
く
な
る
の

合
ま
た
は
地
力
の
な
い
と
こ
で
特
に
取
り
扱
い
に
注
意
す
る

☆

陸
稲
早
期
栽
培

－
、
　
ー
旧
　
舌
軍

　
　
　
　
r
．
ー
r
　
　
　
壬
ム
ー

認
定

品
種
岩
手
ク
ル
ミ
バ
生

一
号
、
フ
ジ
ガ
ネ
農
林
二
十

一
は

万
、
農
林
モ
チ
ニ
十
五
ロ
サ

岩
乎
ク
ル
ミ
は
早
熟
で
あ
る

が
敗

杜
は
や
工
少
な
く
、
イ

ネ
カ
ラ
バ
ェ
に
弱
い
、
フ
ジ

カ
ネ
は
熟
期
は
中
で
、
イ
ネ

カ
ラ
バ
ェ
に
強
い
が
食
味
は

よ
く
な
い
。
8
9
林
二
十
一
号

ぱ

良
質
多
北
て
あ
る
が
熟
期

が
幾
分
遅
い
。

2
、
沌
子
の
選
種

　
　

と
予
措

種

も
み
は
比
重
一
、
o
六
の

塩

水
で
選
種
し
た
後
で
水
で

よ
く
洗
う
。
種
子
の
消
毒
は

早
期
水
稲
に
準
じ
て
行
う
。

消
毒
が
終
っ
た
ら
そ
の
ま
ま

、

う
す
く
ひ
ろ
げ
ま
き
や
す

い

程
度
に
乾
か
す
。

追肥　（a当）

1回2回 3回　窒素
　　　　　4489

1．0　　945

1．393

1．01．0

プ占　肥

（・1当）

120K

1．5

3．8

1、0

↓鹿児島県標準複合肥料）

a当）

加里蚕
鐘
燐酸

　イ、単肥施用の場合
　　　　　川品、㍑　　1
月巴i”lv，　．．a　・・！・i　．　i」．（　　，）・1　：

12〔｝K魯」300メ

4．5　　1糸勺12

　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　
　
　

3．8　　　ホ勺10

1．0　　　　糸勺27

窒素

4SO　9

560

タ80

88
1
▲
　
5

480夕

350

630

1．460

（a当）

3回

追肥

亘ピ∋

1．01．01．0

t

の場合
総品
　　’一一基肥
反当　（a当）

口、複合肥料
　　　l　ll1三用

120K

7．0

糸勺300メ

約18．5

約8．0

肥

安

石

加

J
i
l
li，’‘『

過

塩

ヨ

（1当

120K

7．0

3．0

肥1・1名

堆　肥
｜期ll’｝≧稲

第1旨

硫安
　計

‘

　

寸
か
ら
1
尺
w
）
内
外
で
　
が
特
に
農
林
二
十
一
号
を
栽

　

約
十

五
セ

ン

チ
の
施

肥
溝

を
　
培
す
る
場
合
は
出
穂
を
促
進

　

作
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
た
め
三
月
下
旬
に
は
播

　　
5
、
施
肥
量
お
よ
璽
麟
潔
鮮
し
た
種

　
　
　
　
　
び

施

肥
法
　
　
も
み
を
＋
ア
ー
ル
当
り
九
リ

　
肥

を
行
う
堆
肥
は
完
熟
し
た
　
に
播
種
し
た
後
鍬
で
厚
さ
一

　

も
の
を
使
用
す
る
こ
と
が
必
　
セ
ソ
チ
ニ
セ
ソ
チ
程
度
に
て

　

要
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
い
ね
に
覆
土
鎮
圧
す
る
。

　
施

肥
量
は
場

所
に
よ
っ
て
異
7
、
　
管
　
理

諸
例
を
一
不
す
と
上
の
と
イ
、
鯛
引
き
お
枇
び

40

ロ
、
基
肥
　
　
第
一
回
追
肥
の
際
三
十
セ

　
堆

肥
と
所
定
の
金
肥
と
を
よ
　
ン
チ
（
尺
間
）
間
二
十
本
か
ら

R　
く
混
ぜ
畦
に
均
一
に
撒
布
し
　
三
十
本
程
度
に
間
引
き
簿
播

　

、
肥
料
が
か
く
れ
る
程
度
に
　
ま
た
は
欠
株
の
場
合
は
、
適

68　

鍬
で
軽
く
覆
土
す
る
。
こ
の
　
宣
補
植
す
る
。

2
讃
驚
露
鷲
ボ
許
鱗
は
稲
の

　

リ
ン
ま
た
は
、
ヘ
プ
タ
粉
剤
　
黄
化
肛
象
の
一
つ
と
考
え
ら

　
を
十
ア
ー
ル
当
り
三
K
か
ら
　
れ
る
の
て
中
耕
は
晴
天
の
日

籠
酬
翼
し
て
施
灘
認
き
卵

　
　
ハ
、

追
　
肥
　
　
　
　
　
後
直
ち
に
刈
株
を
反
転
中
耕

　

硫

安
の
追
肥
は
三
回
に
分
け
　
し
二
週
間
位
し
て
か
ら
更
に

　

て

分
施
し
、
第
l
回
は
五
月
　
中
川
を
行
う
．
・

　

上

旬
（
本
葉
二
’
三
枚
時
）
第
　
間
作
し
な
い
場
合
は
発
芽
後

　．

二
回

を

五

月
中
下
旬
（
本
葉
　
三
週
間
1
1
に
カ
ル
チ
ま
た
は

　
五
枚

時
）
第
三
回
を
六
月
上
　
、
鍬
等
で
中
耕
し
、
そ
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
週
間

n
に
第
二
回
日
の
中

　

旬
（
本
葉
七
枚
時
に
施
す
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

耕
を
行
う
が
更
に
雨
等
で
土

　
、
特
に
第
一
回
の
追
肥
は
遅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壌
か
固
く
な
っ
た
場
合
は
適

　
れ

な
い
よ
う
に
川
意
す
る
。
　
宣
行
う
－
日
に
第
一
回
日
の

　
迫
肥
の

際
は
乾
燥
し
た
旧
期
　
中
肋
は
遅
れ
な
い
よ
う
注
意

　

を
さ
け
白
砂
ま
た
は
畑
上
と
　
す
る

　
混

合

し
哨
ぱ
し
て
均
一
に
撒
　
ハ
、
　
土
　
　
　
寄

　

布
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ハ
ロ
月
上
甲
和
ウ
勺
罪
一
二
回
∨
垣
肥

　

6
、
播
　
種
　
後
直
ち
に
行
う
が
稲
株
を
あ

　

イ
、
播
種
は
三
月
下
句
か
ら
　
ま
り
強
く
仰
え
な
い
よ
う
に

　

四

月
極
上
旬
を
主
体
と
す
る
注
亘
す
る
。



（8）号集特政農報町占根大

曝
繰
擬
溢
鍵
顕
謙
煤
罐
潔
ぽ
縦
灘
誌
蒜
鰍
蕊

東
に
ら
莚
を
る
類
羽
と
理
よ
回
前
防
始
や
た
徳
め
軸
剤
中
に
ふ
を
る
方
爪
い
釦

は

よ
が
閉
な
て
ミ
を
鶏
の
て
風
田
出
の
秋
s
料
う
多
。
補
る
飼
土
体
掛
れ
ら
下
オ
す

駕
当
間
は
は
を
ビ
緑
期
期
立
口
心
し
は
蚊
鶏
9
に
厚
い
少
え
栄
て
ぽ
し
し
に
交
す
ん
で

す

光
は
北
り
設
鶏
必
梅
い
に
け
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

評

判
の
よ
い

大

根

占
の
紅
茶

南
・
づ
入
、
ど
や
ン
羽
に
で
管
き
、
予
の
り
の
ξ
肝
給
・
い
を
苔
。
・
さ
。
。
本
町
産
の
紅
蒙
大
根
占
纂
も
の
で
あ
り
ま
．
・
の
表
で
の
除
草
呈
月
上
旬
ご
ろ
の
第

舎
る
風
密
莚
し
タ
飼
は
な
し
通
－
の
病
月
か
飼
よ
し
る
査
あ
平
て
た
心
さ
か
で
叢
と
し
て
販
売
が
始
ま
三
か
ら
考
え
ら
れ
る
．
」
と
は
枕
崎
、
知
二
回
を
遅
れ
な
い
よ
い
注
意
す

・蒜
側
篇
等
雨
時
注
を
水
触
語
蝶
髄
輔
謬
設
禁
罐
鵠
卿
三
＋
三
年
と
四
年
は
町
外
の
紅
な
い
の
三
概
に
昌
え
な
い
で
中
耕
を
兼
ね
て
行
い
得
る
が

（
前
の
頁
か
ら
つ
づ
く
）

　

二
、
　
除
草

　
麦

間
作
の
場
合
は
播
種
前
に

な
る
株
元
お
よ
び
条
問
を
入
念

に
除
ぱ
し
て
お
く
が
、
発
芽
後
⌒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
年
で
三
年
日
に
な
り
ま
す
。
覧
等
と
比
較
し
て
数
景
的
に
之
る
。
畦
川
は
鍬
ま
た
は
カ
ル
チ

で

日
時
に
や
寒
る
で
る
悪
気
よ
る
や
6
て
テ
常
と
魚
羽
麦
い
出
を
い
る
コ
な
巾
囎
お
茶
工
場
に
委
託
加
工
し
ま
L
た
が
傾
向
は
分
か
る
と
思
い
ま
す
一
株
元
は
入
念
に
手
取
り
す
る
。

l
く
い
う
て
防
す
の
や
も
換
日
や
を
　
し
フ
で
こ
類
換
し
よ
は
動
よ
や
ヨ
に
で
1
1
で
が
、
本
年
新
農
山
漁
村
振
興
計
三
十
三
年
度
は
本
町
紅
茶
が
県
一
8
・
病
害
虫
の
防
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
に
よ
る
紅
茶
工
場
が
で
き
ま
下
平
均
点
数
は
最
高
で
あ
り
二

　
　
　
　
∨
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　最近非常に養鶏熱が上り　藷20匁ビール麦10匁の割

町内でもヒヨコの注文をさ　で飼料を設計する。

れる方か多いので養鶏をや5、よい配合飼料…ヒヨ
る心構えにっいて申し上げ
　　　　　　　　　　　　　コから54θ日まては配合
ます。
　　　　　　　　　　　　　飼料にょるのがよい。経
1、資金計画……先立っも
　　　　　　　　　　　　　済連の配合飼料、日配の
のは何でも金。殊に養鶏
では産卵を開始するまで　　飼料三菱の飼料の様な一

は何も金になるものがな　流メーカー品てあれぽ間

く　卵を生んで始めて金

になるので　それまでの

飼料資金を用意して置か

ねばならない。卵を生め

ば後は楽。ヒヨコから卵

を生むまでに飼料代とし

て1羽当300円位は用
意したい。

2、飼料計画……資金計画

と前後するが養鶏の悪い

所は農家て飼＊］を自給す

る割合が少い。　　飼料

の自給率が少い（20％位）

和牛などは草食動物の関

係て飼料自給率が高い（8

0％位）　　購入飼判が多

い。自給する飼料といつ

ても廿藷と小麦やビール

麦の類である。1El生廿

違いはない。

4、よし、雛…・・Eよい鋸佳とは

多産する鶏になるヒヨU

でもない。技術Cllに聞け

ば鹿児鳥は勿論全斥1の有

名獅化場を教えてくれる
5、よし、言隻｛蒲…・・寛｝舎｝ま！

タリー式に作るのがよい

飼育管理に便利で駄鶏の

陶汰が徽底する。儲るた

めには少くも年間200卵

の鶏に揃えたい。卵を生

まない様な鶏にヱサをや

つても飼ド1会社を儲から

と言えよう・どにわとり
れでも多産する

というわけにい

かない。信用あ

るよい卵孚化場か

ら出されたヒョ

コを取ること。

それも3月のヒ 教

ナを取るのに3月という

のでなく少くとも前年の

11月頃には申込んで置く

こと。11月頃でないと三

月のヒヨコは皆狙つてい

るので　1月2月頃中込ん

‘tト

至

せるだけて何もな

らない。卵を生む

まては平飼いでむ

しろ放し飼いして

充・芙したからだを

作

6　い管

　備よい飼F：1で　つて

よい飼育菅理をやらなナ
れぱよく’1〕を生みません

よい管理を　るには先ず

rけの駕の毎日の脚穎
よく↓ε察して　状を把｛

する　　　　と言つても
　t，i・s　　　f　’　　　　　　v　　　　く　丁

t

●

　　xや
　
現
言
醐
糠
翼
鑓
慧
詑
詩
剛
雛
擁
9
、
収
穫
乾
燥

　　　
設
　
　
慧
蔑
鷲
謬
賜
繍
麓
爵
盟
臆
⑪
鱈
蕊
殖
か
舗
眺
払
舗
雛
誤
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業

係
長
、
黍
試
験
場
の
場
長
紅
茶
は
防
災
作
物
と
し
て
、
今
穂
の
下
部
に
二
、
三
粒
青
味
を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ぼ
　
は
　
　
に
　
　
す
が
へ

鷲
も
レ
鰺
払
翼
繧
総
離
鷲
鷲
報
哨
駆
警
鰻
縫
ピ
詔
若

大
隅
薩
摩
両
茶
業
指
導
所
所
長
後
農
家
の
護
し
た
e
物
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　枕崎rl∫農協

大根占町役場

　高尾野農協

　湯田農協

鹿屋市営工場

大隅茶業指導所

　別府農協

知覧町農協

　

農
林
二
十
一
号
で
は
，
籾
が

紫
色
を
お
び
て
お
り
成
熟
期
に

は

紫
褐
色
に
な
る
の
で
熟
期
の

　
だ
を
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よ
う
た
す
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ぷ
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に
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る
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、
水
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意
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